
「ガバナンス」のイメージ（「日本学術会議の法人化に向けて」(令和 5 年 12 月 22 日)）

ステークホルダー(国民） 

学術的活動(高い独立性) 

＊我が国の科学者の内外に対する代表機関 

＊学術に関する国際団体に加入 

＊政府に対する科学的助言/勧告 

＊内部規則の制定           

＊自律的な会員選考、自律的な会長選考 

政府（国民） 

アカデミア （学術会議 以外） 

政策評価 

行政事業レビュー 

活動・運営への 
国民の意思の反映 

会員は総理任命 

国(政府)と並ぶ位置に立って伸びやかに発展 
中立的な立場からミッションを遂行 

※海外アカデミーは政府とは別な組織 

産業界 
地方在住者 

外部機関・団体   等 

 
 

新たな日本学術会議 
（世界最高のナショナル・アカデミー） 

 

◆(学問の在り方を問い直す 
ことも含めた)学問の方向性や 
社会の在り方を議論 

 
◆世界の学会と連携して科学の進歩
に寄与し、科学の向上発達及び 
科学の成果を通じて、国民の福祉
及び我が国社会の発展に貢献し、
ひいては人類社会の福祉に寄与 

Science for Science, Science for Society 
Science for Policy 

ミッション 

very best 
な会員 

運営判断、戦略機能

のサポート 

＊国民とのコミュニケーション 
＊ミッションに沿った活動 

＊科学の進歩と社会の変化の自律的な反映 

＊透明性・自律的なガバナンス  なと゜ 

 学術会議の活動を保障し支援（必要な財政支援） 

入口から出口までサポート 
外部の目 
外部の声 

業務、予算の適切な
執行のサポート 

 

選考助言 
委員会 

外部の目 

外部の声 

外部の目 
外部の声 

ミッションに沿って独立して自律的に活動し、期待される機能を十分に発揮 

科学の進歩と社会の変化が活動・運営に自律的に反映 

国民の理解・信頼の確保に必要な高い透明性とガバナンス 

評価 
委員会 

日本学術会議 
 

内閣府の 
内部組織 

国民の総意の下に設立 

法律に基づき重要な責務 

（特別な地位・権限）を負託 

監事 

運営助言 
委員会 

資料４ 


